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phosphamidase の組織化学的証明法は1948年 Gomori により始めて報告され，その際，彼は癌組織に
本酵素活性が極めて高い事を記載している。しかし，その後現われた若干の追試者は，必ずしもこれに同








Phosphamidase の組織化学的証明法について， Gomori 氏法を種々の角度から検討した結果，基質と
して使用される P-Chloranilin 燐酸の純度が最大の問題である事に気付いた。即ち原法では粗製の P­
chloranilin 燐酸に簡単な洗j僚を行う丈で使用しており，この様に基質の純度の低い場合，酵素の反応性は
低下し， 酵素活性の証明の為に長時間の lncùbation を要し，基質はその間に非特異的分解を起し，活性
部位も拡散現象を起し一定の結果を得るのに困難であった事が判明した。一方結晶化せしめた高純度なも




的反応物を純エタノール中に数時開放置する事によって取り除き，ここに Phosphamidase の Gomori 氏
法を細胞化学的研究に適用し得た。
研究対照としたのは切除胃粘膜で，術後直ちに必要部位を採取し，冷アセトン固定後，アルコール，ベ

















に 11" l'î k:lII胞の浸潤を見る場合，その上皮が活性を示す傾向があった。
総括















それを基にして， Phosphamidase の Gomori 氏法に改良を加え，これを細胞化学的研究に使用し得た事
は，本研究の第一の成果として取り上げ得る。







以上，本研究に於いては， Phosphamidase の Gomori 氏法に改良を加える事に成功した点，及びそれ
を痛並に，その他の胃病変の研究に適用して，その分布が極めて特異なものである事を証明し得た点に於
いて価値のあるものと思うっ
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